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蟹者は1972年9月から1973年1月までタソザニア国,

タソガこイカ湖ik岸のマ-1)山塊のふもとにあるカソ〆

基地で,野生のチソバソジーを観察する機会を得たoこ

の誠地では1966年以来野生チソバソジーの餌づけが行な

われており,チソバソジーの行動や社会関係等について

祝'劣!が行なわれてきた (西田1968,1970,西田･Jt仲

1972)｡チソバソジーの社会的行動に関しては,西田

(1970)が今日までの研究結果をまとめている｡筆者

は,相田後閑もないため,まだデータの整理ができてい

ない段階であるが,チソバソ.i-の社会的行動について

おこなった悦劣!の枕崎を報告することにしたいo

放近の Gardner(1971),Premack(1971)等の突放的

な研兜に上って,チソバソ･17-が人間の言語を,ある限

延粂件のもとに学習する縫力をもつことが示されてお

り.チソバソ･}-の自然社会の中に見られるコミーニケ

～ツ..ソについての祝祭に期待がよせられている｡
三拝捌土.野iLiチソバソジーの社会的行動の中に,冒語

fL･軸と凹地なもつと考えられる記号行動を見出すこと

に,とくに印恋したつもりであるが,これまでに他の研

兜必に上って帆'邪され記収された行動の諸タイプととく

にilもなる行動な見山すことはできなかった｡

ここでは11ソバソジーの伝達行動についてすでに発表

さJLていろ訂r;.約文の中で.とくに餌付けされた北田を対

象として枇宏1が行なわれたGodall(1968)と囲田(1970)

の独文な.£fE者の経験に附らして検討し,いくつかの間

組瓜の拍桐を行ないたい｡

シソが･}ウムではチソバソi7-の行動の個々のバター

ソについて,スライドによって示したがここでは省略す

ることにしたい｡

(1)ある行動バターンの多様な情況における出現

Godallに上ると,あいさつ行動の うち,㊥おじぎ

(bow),しゃがみこみ (crouchandbow),プレゼソト

(present),手をきしのはす (reachhandto)といった行

動は,'8位佃体から段位個体に対してのみ行なわれる｡

①手なつかむ(holdhand),マウソティソグ(mount)は,

性比仙体から'JJl位佃伽こ対してのみ行なわれるo⑥口を
あわせる(kiss),触れる(touch),グルーム(gr∞nl),抱
く(embrace)は,ガ位または段位のどちらの個体からも

行なわれる｡㊥の行動は劣位的表現をともなう働きかけ

(submissiveinteraction)に見られる行動で,①の行動は

相=7･･な安心させる働きかけ (reassuranceinteraction)に

見られる行動である｡⑥はsubmissive,reassuranceの両

Jjの胸きかけに見られる行動である｡

上記の例では,チソバソジーのあいさつ行動では,

submissiveな働きかけや,reassuranceの働きかけで見ら

れる行動が行なわれている｡このようにチソバソジーの

行動は,一つの行動バターソが壇 の々竹沢にあらわれ

る｡このような例として,submissiveな行動とreassurance

の行動の中には共通のものがあり.食物をめ(･る行動

(foodsharing)の中にも,submissiveな行動やreassurance

の行動が含まれている｡

従って,筆者は従来行なわれてきたように,行動の内

餐(suもmissive,aggressive,あいさつ,食物の分け与え,

等)によって行動を分析するよりも,行動のバク-ソに

従って行動を分校し,そして行動の情況をさらに具体的

に分け,その中で個々の行動内容を再桝成することがで

きるのではないかと考えるo行動の情況を具体的に分析

する試みは,杉山 (1969),西田 (1970)によって部分

的には試みられてきた｡聾者はこうした行政の情況の分

析を進め,さらにその中で継起的にあらわれる行動の分

柄(sequentialanalysis)を行ないたい｡こうしたjJ一法に

よってこれまで直観臥 大づかみに把超されていた行動

の内容をより客観的に市政討したい｡

聾者は,ニホソザルのコミ>ニケーシ壬ソ行動を解析

した際に,行動の′くクーソは共なる群れのnilJでは大きな

差はないが,そうした行動バターソの出現する情況は,

群れ間または個体問で差がでてくるという出火を得てい

る｡

チソバソジーの行動バターソについ七は.耶捌ま相の

動きや,手の動きにとくに注目したが,G∝血lL四円が

記載した行動のバターソと異なるものを見出すことはで

きなかった｡西田は,自己の結果とGoodallの結火を比

較して,チソバソジーの行動のバクーソには地域益がな

いとしているが,蟹者は今後の分抑こよって,行動バク

ーソと情況の結びつきにiJi団による相異や個仲基が出て

くることを期待している｡

(2)行動と個体関係の関連

食物の分け与え (foodsharing)行動とあいさつ行動

は,他のサルや摂人猿では見られないチソバソジーに特

徴的な行動であり,人間の行動と比蚊されてきた｡

西田(1970)によれは,物乞い行動(tXggingbehavior)

は,｢相手に手のひらを上にしてきしだす行劫｣で,こ

の行動によって,妨位な-3Z出を伴うことなしに,相手か

ら食物を分けてもらうことができるという｡班省の祝'雛

では,食物な相手から得るためには,submissiyeな情況

に出現する行動や,reassuranceな働きかけの場合に出現

する行動が見られることが多く,こうした行動と物乞い

行動をとくに区別して諭ずることには疑問を感じる｡食

物を分けてもらいたい個体は,submissiveまたは reas･

suranceな働きかけの場合に出現するような行動なとり
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ながら.◎自分の日払 相手の食物をもっている口また

は手に近づける,①相手のもっている食物(手またはロ)

に直接手を近づける｡こうした行動な行なった上で.相

手がたとえ自分よりも怪位な偶作である切介でも,相手

から食物な (手またはtj{･)1･;いとる切令がある｡四m

のいうhalving(食物な分倒して相手に与える)がおこ

ろことも7rl実である｡しかし.珊者の税額では,こうし

たhalvingが行なわれる切合にも,次のような例がよく

見られた｡おとなのメスがサトウキビを持ったおとなの

オスに近づく｡オスはゆっくりと逃げてゆき,木の上に

のぼる｡メスはさらに近づいてサトウキビにさある｡オ

スはサトウキビを折ってメスがそれをとり,オスが移動

してゆく｡このようにhalvingともぎとる行動はつなが

っている｡以上のようにbegging,halvingといった行動

は,食物をめぐる多様な行動の一つとして位旺づけられ

る○

西田は.分け与え行動について,⑧ある胴体(subject)

が相手(object)から食物をとろのに成功し,その場合.

両者はsubmissiveな変現はあらわさない,また①物乞い

行動 (beggingbehavior)が行なわれることに上って,

ある個体(object)が相手(subject)に食物の一部を与え

る,というこの㊥と①の問には,心理的に似通ったもの

があるとしている｡そして物乞い行動はメスに特徴的な

行動であるとしている｡

これまでに述べてきたような食物をめぐる多様な行動

の性質や,食物なめ(･る個体関係がかぎられていること

な考えると.･粒々の行動バターソが食物なめ(･る情況で

行なわれ.その結果食物の分け与えが行なわれるとは必

ずしもいえない｡すなわち,相手に食物を分け与えると

いった行動は,偶作nllの兜容性 (tolerance)が食物をめ

ぐる情況で現われたものとも考えられる｡この点につい

て以下に述べる｡

食物の分け与えは,オスからメス-分け与えられる場

合がもっとも多く,オス同士での分け与えはみられるが

それほど多くない｡これに対してメス同士ではまず皆無

といってよい｡これは食物の分け与えはオスのメスに対

するあるいはオス同士の.個体間の詑容性の存在を想定

して考えなければならないことを物語っていると考えて

よいであろうo

こうした個体関係は食物をめぐる関係だけでなく,グ

ルーミソクの開脚こおいてもみられる｡おとなのオスと

おとなのメスのFlqのグルーミソクの抑皮と,おとなのオ

ス同士のグルーミソグの871度は大変苅いが,おとなのメ

ス同士のグルーミソクの頻度は非常に低い｡そしておと

なのメス同士のグルーミソクでは,他の偶作関とは穴な

って,劣位偶作が在位個体をグルーミソグするというケ

ースが大部分を占めている｡またこういった関係は,あ

いさつ行動にもみられる｡オス同士,またはオスとメス

の関でのあいさつ行動では.それに参加する佃伽ま邦懲

し,行弧如ま牧維であるが,おとなのメス同-Lで行なわれ

る均分には.静かで行動のバクーソは叩純であり,あい

さつ行動が行なわれない切介も少なくない｡

以上のような詑榊の仰1二間旅と行動パター./のもがい
の関係については.キ校分析を進めてゆきたい｡

(3)チンパンジーの行動の特性

1) 儀式化 (ritualization)

西田は,｢手のひらな上に向けて手をさしのべる行動｣
をbeggingbehaviorとして,物な乞う悪因な-3Z現する儀

式化された行動として扱っている｡チソJIソt}-にはこ

のような儀式化された行訂加工この他にもあって.例えば

GcKXhllは特定のメスがかくされたバナナなとりにゆく

前に.もっともWi位の了知､オスに対して備にうでをつき

だすという行動を見ている｡チソバソ･i7-には.作に触

れる(tactile)社会的行動が多いが,リl附こは祁=T･･のf小こ

は触れないが,佼位の偶作に向って脱なさしのはすと

いうsubmissiveな行動の例が租岱されている｡またあ

いさつ行動には.依式化された成かく行軸 (aggressive

behavior)がともない.この行動が劣位偶作から綻位偶

作に向って行なわれる均分があるという.

2) 行動の苑迅

チソバソジ-の行動には,各部の接触行動 (tactile

behavior)がある｡Gocdallは,こうした行動は赤ん坊の

母親に対する抱きつく行動(clingingbehavior)から生じ

たのではないかとしている｡また同じような仰沢で出現

する,口を合わせる行動 (kissing)は,赤ん坊の乳を吸

う行動(suckingbehavior)から出現したのではないかと

している｡

珊者の祝祭した例では.食物を分け与えてほしい偶作

の行なう,相手が口または手にもっている食物に,自分

の口または手をもっていって触れる行動は,幼児が母親

に対して行なう行動の中によく出現する｡

3) その他

チソバソジーの音声と安倍の動きは,チソバソジーの

感情 (emotion)をあらわしており,相手に 自分の気分

(mood)を伝達し,それは情況によって刻々と変化する

とGocdallはいっている.

また一九 Goodall(1971)は問題解決と学習に関する

興味探い例を報Lb.･しているO母親がシt,アt)釣りに熱中

して.シp71)塚から離れないときに,そのメスの子tJも

である3珊の兄と姉が.それぞれ幼い弟 (生検8カ月)

な逃れてゆくことで巾祝を塚から引き離したという｡こ
れは5才の兄がやり始めて,他の兄と姉に伝わったとい

う○
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以上,碓者はチソバソ･i7-の社会的行動のいくつかの

問題点を指摘したが,今後こうした問題点にそって観察

i3料な整理してゆきたいと考えているo
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